
と
も
に
生
き
、
と
も
に
育
む
ま
ち

歴
史
と
文
化
が
く
ら
し
の
中
に
息
づ
く

�新
斑
鳩
の
里
�

２	

使
用
済
み
小
型
家
電
の

	

リ
サ
イ
ク
ル
回
収
を

	

　
　
　
　
　
　
　

は
じ
め
ま
す

―
― 

特
集

４	

７
月
は

	

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

強
調
月
間

５	

地
域
の
自
治
会
活
動
を
応
援
し
て
い
ま
す

６	

ま
ち
の
話
題

８	

い
に
し
え
の
風 

〜
斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
〜

９	

猫
を
飼
っ
て
い
る
人
へ

10	

ま
ち
の
情
報

16	

ほ
け
ん
だ
よ
り

18	

図
書
館
だ
よ
り

2 0 1 4

７
No. 586

いかるが

みんなで
きれいなまちに
～ いかるがの里
　　クリーン

キャンペーン ～
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ご
み
を
燃
や
さ
な
い
、

埋
め
立
て
な
い

　

ご
み
は
燃
や
す
と
二
酸
化
炭
素
を
発
生

さ
せ
、地
球
温
暖
化
の
原
因
に
な
り
、残
っ

た
灰
な
ど
を
埋
め
立
て
る
埋
め
立
て
処
分

場
は
全
国
的
に
み
て
も
、
あ
と
十
数
年
で

満
杯
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

そ
の
た
め
、
斑
鳩
町
で
は
、「
ご
み
を

燃
や
さ
な
い
、
埋
め
立
て
な
い
ま
ち
」
の

実
現
を
目
標
に
、
ご
み
の
減
量
と
、
資
源

化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
現
在
の
斑
鳩

町
の
資
源
化
率
は
約
50
％
と
、
全
国
的
に

み
て
も
大
変
高
い
数
値
で
あ
り
ま
す
が
、

さ
ら
な
る
資
源
化
を
推
進
す
る
た
め
、
焼

却
ま
た
は
埋
め
立
て
処
理
を
し
て
い
る
残

り
半
分
の
ご
み
を
、
少
し
で
も
リ
サ
イ
ク

ル
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

小
型
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法

　

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
や
ゲ
ー
ム
機
な
ど
の

小
型
家
電
に
は
、
鉄
、
ア
ル
ミ
、
銅
、
貴

金
属
、
レ
ア
メ
タ
ル
と
い
っ
た
有
用
な
金

属
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
日
本
で
１
年

間
に
使
用
済
み
と
な
る
小
型
家
電
は
約
65

万
ト
ン
に
も
な
り
ま
す
。
そ
の
う
ち
有
用

な
金
属
は
約
28
万
ト
ン
で
あ
り
、
金
額
に

し
て
約
８
４
４
億
円
分
に
も
な
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
小
型
家
電
は
鉛
な
ど
の
有
害

な
物
質
を
含
む
も
の
も
あ
る
た
め
、
適
正

な
処
理
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、現
在
は
、

鉄
な
ど
の
一
部
の
金
属
を
除
い
て
、
そ
の

大
半
が
廃
棄
物
と
し
て
埋
め
立
て
処
理
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
違
法
な
不
良
品
回
収
業
者
を
通

じ
て
国
内
外
で
不
適
正
な
処
分
が
行
わ
れ

て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
有
用
金
属
な
ど
の
リ
サ
イ
ク
ル

を
促
進
す
る
た
め
、
平
成
25
年
４
月
に
小

型
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
が
施
行
さ
れ
ま
し

た
。小

型
家
電
は
、
回
収
ボ
ッ
ク
ス
に

　

小
型
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
が
施
行
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
斑
鳩
町
で
も
、
さ
ら
な

る
資
源
化
率
の
向
上
を
め
ざ
し
、
小
型
家

電
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
開
始
し
ま
す
。

　

効
率
の
良
い
リ
サ
イ
ク
ル
を
行
う
た

め
、
町
内
に
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
、
小
型

家
電
を
回
収
し
ま
す
。
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置

場
所
と
回
収
品
目
は
左
ペ
ー
ジ
の
と
お
り

で
、
有
用
な
金
属
が
多
く
含
ま
れ
る
小
型

家
電
（
不
燃
ご
み
と
し
て
出
す
と
、
ご
み

の
抜
き
取
り
な
ど
の
被
害
に
遭
い
や
す
い

小
型
家
電
）
は
ボ
ッ
ク
ス
回
収
と
し
、
そ

れ
以
外
の
小
型
家
電
に
つ
い
て
は
、
今
ま

で
ど
お
り
不
燃
ご
み
と
し
て
出
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
、
収
集
後
、
小
型
家
電
だ
け
を

選
別
し
ま
す
。

　

回
収
し
た
小
型
家
電
は
、
国
の
認
定
を

受
け
た
事
業
者
が
、
分
解
・
破
砕
し
、
金

属
類
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
と
に
選
別
し
、

資
源
と
し
て
再
生
し
ま
す
。

問
合
せ

　

環
境
対
策
課

　
（
☎
内
線
１
３
４
）

　

テ
レ
ビ
、
エ
ア
コ
ン
、
冷
蔵
庫
・
冷

凍
庫
、
洗
濯
機
・
衣
類
乾
燥
機
の
家
電

４
品
目
は
、こ
れ
ま
で
と
変
わ
り
な
く
、

「
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
」
の
対
象
と
な

り
ま
す
の
で
、
購
入
し
た
小
売
店
や
、

買
い
替
え
る
小
売
店
に
引
き
取
り
を
依

頼
し
て
く
だ
さ
い
。（
リ
サ
イ
ク
ル
料

な
ど
が
必
要
で
す
）

　

購
入
し
た
小
売
店
に
引
き
渡
し
が
で

き
な
い
場
合
は
、
最
寄
り
の
郵
便
局
で

リ
サ
イ
ク
ル
料
金
を
支
払
い
、
発
行
さ

れ
た
リ
サ
イ
ク
ル
券
と
一
緒
に
、
指
定

引
き
取
り
場
所
（
誠
運
輸（
株
）、
セ
ン

コ
ー（
株
）奈
良
支
店
）
へ
持
ち
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
自
分
で
持
ち
込
む
こ
と
が

で
き
な
い
場
合
は
、
粗
大
ご
み
処
理
予

約
事
務
所
に
収
集
を
依
頼
し
て
く
だ
さ

い
。（
収
集
運
搬

手
数
料
が
必
要
で

す
）

※�

詳
し
く
は
、
斑

鳩
町
ご
み
の
分

け
方
・
出
し
方

冊
子
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

使
用
済
み
小
型
家
電
の

リ
サ
イ
ク
ル
回
収
を

は
じ
め
ま
す

家
電
４
品
目
の

リ
サ
イ
ク
ル
方
法
は

ど
う
な
る
の
？

使
用
済
み
小
型
家
電
の

リ
サ
イ
ク
ル
回
収
を

は
じ
め
ま
す

７
月
１
日
か
ら

ごみじゃなく、
　　　資源だね！
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●斑鳩町役場
　環境対策課前
　（法隆寺西
　　３丁目７－１２）
●中央公民館
　（龍田南
　　２丁目２－４３）
●生き生きプラザ斑鳩
　（小吉田１丁目１２－３５）
●いかるがホール
　（興留１０丁目６－４３）
●ふれあい交流センターいきいきの里
　（法隆寺北１丁目１３－１５）
●イオンいかるが店
　（龍田西８丁目１－１５）
●ドラッグストア木のうた法隆寺店
　（興留２丁目７５）

①�公共施設および協力店舗に設置して
いる回収ボックスの投入口から入れ
てください。
②�下記の対象品目以外は投入しないで
ください。
③�大きさは、回収ボックスの投入口（35
㎝×20㎝）に入るものに限ります。
④�個人情報は自己責任で消去してくだ
さい。
⑤�一度投入されたものは取り出せませ
ん。
⑥�乾電池は取り出し
て、「有害・危険な
ごみの日」に出して
ください。
⑦�公共施設および協力
店舗の開庁日（営業
日）、開庁時間（営
業時間）にご利用く
ださい。

回収できるもの

出し方の注意点回収ボックス設置場所
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　毎年、７月は「社会を明るくする運動」の強調月間となっています。
　この運動は、すべての国民が犯罪や非行の防止と罪を犯した人たちの更生について理解を深
め、それぞれの立場において、力を合わせ、犯罪や非行のない明るい社会を築こうとする全国
的な運動です。
　この機会に、犯罪のない明るい社会を築くために、どのようなことができるか、一人ひとり
が考えご支援くださいますようお願いします。

犯罪や非行を防止し、立ち直りをさせる地域のチカラ
　私たちの身のまわりでもいろいろな犯罪が発生し、増加しています。犯罪
のない安心してくらせる社会を築いていくためには、犯罪を取り締まるだけ
でなく、一度罪を犯してしまった人たちが二度と過ちを犯さないよう更生を
支援すること、また、犯罪が起こらない社会にしていくことが重要です。保
護司は、地道ながらこれらに努力しています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生駒南地区保護司会

更生保護：立ち直りを支えるしくみ
罪を犯した人たちの立ち直りを助け、

再び犯罪や非行に陥るのを防ぐしくみを更生保護といいます。
更生保護は地域に住む多くの人たちに支えられすすめられています。

更生保護ボランティア
としての直接的な支援 地域の人たちの理解と協力

保護司としての支援
“社会を明るくする運動”

に参加する

刑務所や少年院、職業訓練
などで作ったものを購入する

更生保護ボランティアを
支援する

罪を犯した人の立ち直りを
見守り、存在を受け入れる

　保護司は、刑務所や
少年院から出て「保護
観察」を受けることに
なった人などを指導し、
相談にのったり、さま
ざまな支援を行う民間
のボランティアです。

協力雇用主や更
生保護施設の職
員として支援

更生保護女性会
員などとして支
援

７月は“社会を明るくする運動” 強調月間

地域社会に
復帰

立ち直りへ

住居が
必要

仕事が
必要

地域との
絆が必要
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総
務
課
（
☎
内
線
２
７
４
）

　

７
月
９
日
が
奈
良
県
地
震
防
災
の
日
と

定
め
ら
れ
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
、
奈
良

県
一
斉
地
震
行
動
（
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
）

訓
練
が
県
内
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
と
は
、
ア
メ
リ

カ
で
は
じ
ま
っ
た
地
震
に
備
え
る
防
災
訓

練
で
、
同
じ
時
間
に
一
斉
に
参
加
者
全
員

が
机
の
下
に
隠
れ
る
な
ど
、
身
の
安
全
を

は
か
る
行
動
を
実
践
し
、
自
宅
や
会
社
な

ど
で
の
日
頃
の
防
災
対
策
を
確
認
す
る

き
っ
か
け
づ
く
り
に
し
て
い
た
だ
く
訓
練

で
す
。

　

実
施
場
所
な
ど
に
つ
い
て
は
、
次
の
と

お
り
で
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

実
施
場
所
：
斑
鳩
町
役
場
本
庁
舎
、

　
　
　
　
　

い
か
る
が
ホ
ー
ル

実
施
日
：
７
月
９
日（
水
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
開
始

　

な
お
、
個
人
や
団
体
で
訓
練
の
参
加
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
「
ｅ
古
都
な
ら
」

も
し
く
は
ｆ
ａ
ｘ
（
０
７
４
２
㉓

９
２
４
４
）
で
奈
良
県
防
災
統
括
室
に

参
加
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

総
務
課
（
☎
内
線
２
７
３
）

　

自
治
会
は
、
地
域
の
人
た
ち
が
集
い
、

話
し
合
い
、協
力
し
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

よ
り
良
い
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
す
団
体
で

す
。
日
頃
か
ら
自
治
会
活
動
な
ど
を
通
し

て
隣
近
所
と
交
流
す
る
機
会
を
持
ち
、
お

互
い
の
顔
が
見
え
る
人
間
関
係
を
つ
く

り
、
自
分
た
ち
の
町
を
住
み
よ
い
町
に
し

ま
し
ょ
う
。

●
自
治
会
活
動
の
主
な
例

•�
防
災
訓
練
、
地
域
の
清
掃
活
動
、
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
管
理

•�
高
齢
者
や
独
居
老
人
な
ど
の
見
守
り
、

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
、
防
犯
灯
や
消
防
施

設
（
ホ
ー
ス
、格
納
箱
）
な
ど
の
設
置
・

維
持
管
理
な
ど

※�

自
治
会
に
加
入
す
る
に
は
、
直
接
地
域

の
自
治
会
の
役
員
さ
ん
に
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。
地
域
の
自
治
会
が
わ
か
ら
な

い
場
合
は
総
務
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●�

平
成
26
年
度
自
治
会
連
合
会
役
員

の
紹
介

　

自
治
会
連
合
会
は
、
地
域
福
祉
の
増
進

に
寄
与
す
る
た
め
、
自
治
会
相
互
の
連
携

な
ど
を
は
か
り
、
懇
談
会
や
研
修
会
な
ど

の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

自
治
会
連
合
会
の
平
成
26
年
度
役
員

は
、
次
の
み
な
さ
ん
で
す
。

会　
　
長　
東　

川　

義　

則 

さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
峨
瀬
第
１
）

副
会
長　
川　

端　

正　

泰 

さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
稲
葉
車
瀬
）

会　
　
計　
向　

山　
　
　

修 

さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
白
石
畑
）

書　
　
記　
丹　

羽　
　
　

孝 

さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
一
地
所
）

会
計
監
査　
福
貴
田　

建　

亜 

さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
橋
西
北
）

　

〃　
　

西　

尾　

光　

博 

さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
阿
波
二
丁
目
北
）

評
議
員　
二
ノ
丸　
　
　

肇 

さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
長
田
町
）

　

〃　
　

福　

瀬　
　
　

敏 
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
南
服
部
）

　

〃　
　

城　

﨑　

淑　

子 

さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
（
法
隆
寺
第
３
団
地
）

　

〃　
　

佐　

伯　

行　

一 

さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
西
里
）

　

〃　
　

勝　

眞　

直　

樹 

さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
芝
ノ
口
東
）

　

〃　
　

佐　

藤　

初　

夫 

さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
高
安
西
団
地
）

　

福
祉
課
（
☎
内
線
１
２
４
）

　

興
留
５
丁
目
大
殿
自
治
会
に
つ
い
て

は
、
担
当
す
る
民
生
児
童
委
員
が
変
更
に

な
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

担
当
民
生
児
童
委
員
（
旧
）

　

岩
上　

康
子　

さ
ん

　
　
　
　

興
留
２
丁
目
７
番
８
号

　
　
　
　

☎
０
７
４
５
�
６
１
５
２

担
当
民
生
児
童
委
員
（
新
）

　
堤　
　

淳
一　

さ
ん

　
　
　
　
興
留
５
丁
目
12
番
３
号

　
　
　
　

☎
０
７
４
５
�
５
９
２
８

民
生
児
童
委
員
の
担
当

地
区
の
変
更
に
つ
い
て

斑
鳩
町
は
、
地
域
の
自
治
会

活
動
を
応
援
し
て
い
ま
す

～ 
自
治
会
へ
加
入
し
ま
し
ょ
う 

～

奈
良
県
一
斉
地
震
行
動

（
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
）

訓
練
に
参
加
し
ま
す

安全行動の１－２－３
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やこで　ふれあって遊びました
～ 家庭支援講座 ～

5 / 3 1 ・たつた保育園、6 / 7 ・あわ保育園

　親子で楽しくふれあいながら、体を動かしてリ
フレッシュ！おやこでワクワクふれあいあそび
が、町立各保育園で開催されました。
　体育指導のジャンプスポーツコミュニティー代
表理事　眞田隆雄先生は、親子でストレッチや、
フラフープを使って、くぐったり、引っ張って滑っ
たりする遊びなど、楽しく体を動かす方法を実演
しながら紹介されました。
　参加者のみなさんは、親子で楽しくふれあいな
がら、笑顔でリフレッシュされ、一緒に遊ぶこと、
体を動かしてふれあうことの大切さを実感されて
いるようでした。

お鳩名物「竜田揚げ」が　はじめて海を越えました
～ 日本酒と日本食を楽しむ宴～
5 / 9 、1 0 ・香港海事博物館

　商工会青年部の有志により、斑鳩名物として売り
出し中の「竜田揚げ」がはじめて海外でお披露目さ
れました。
　日本食の代表の一つとして出品し、外国の人もア
ツアツの竜田揚げを食べ、「デリシャス！！」と感
激されていました。
　また、パゴちゃんグッズの配布も行い、「ベリー
プリティー」との声が多く、パゴちゃんのかわいら
しさが海を越えて伝わりました。
　商工会青年部は、「斑鳩から発信している竜田揚
げを、これからも幅広くＰＲして、より多くの人に
味わっていただきたい」と述べられ、斑鳩の「食」
の発展に期待が膨らむイベントとなりました。

斑

　毎年恒例となったいかるがの里クリーンキャンペーンが行われ、
斑鳩町を訪れる人が気持ちよく観光できるよう、また、みんなが
気持ちよく過ごせるように、約３，１００人が清掃活動を実施し、
１，０５０㎏のごみが集められました。
　資源化率 No. １のまちをめざし、ごみ減量について考える機会
として開催された「ごみ減量フェア」では、親子環境クイズラリー
に参加した子どもたちが、リサイクル業者のパネル展示を見なが
らクイズに答えるなど、ごみを資源化する取り組みを楽しく学び
ました。
　また、ＥＭボカシを使った生ごみの減量相談やごみの分別相談、
紙製容器包装類の回収、使用済み小
型家電のアンケートなどが行われ、
多くの人でにぎわいました。
　当日、会場へ持ち寄られた紙製容
器包装類は１４０㎏となり、売却益
は岩手県大槌町への災害義援金とし
て役立てられます。

お もてなしNo. １、資源化率No. １のまちをめざして
～ クリーンキャンペーン・ごみ減量フェア開催 ～

5 / 31　清掃活動（町内各所）、ごみ減量フェア（役場東側駐車場）

▲リズムにあわせてストレッチ

▼フラフープで遊びました

▲�外国の人も
　　　竜田揚げに大喜び

▼日本の「食」に舌鼓



7 2014.7.  広報 

ーム奈良県で一丸　奈良をまるごとＰＲ
～奈良県観光キャンペーン首都圏ＰＲイベント～

「１３００年のこころ、見つけました」
5 / 1 5 ・ザ・プリンスパークタワー東京
5 / 1 6 ・六本木ヒルズ大屋根プラザ

　第60次式年造替を迎える春日大社や奈良県、
県内市町村などが「本物の奈良を味わう」という
テーマを掲げ、首都圏をターゲットにした誘客
キャンペーンに参加しました。
　小城町長をはじめ、県知事なども歴史文化資源
の溢れる「奈良」の魅力を約150社のメディアに
トップセールスしました。
　さらには、斑鳩町のブースを設け、特産品の展
示やパンフレットの配布、そして六本木ヒルズで
のステージでは、市町村ＰＲタイムにパゴちゃん
と一緒に、斑鳩町の魅力を存分にＰＲしてきまし
た。

チ ーキャン　自分のできることから
～ 健康づくりボランティアになろう！～

5 / 2 8 ・生き生きプラザ斑鳩

　健康づくりについて学びながら、保健センターで
楽しくボランティアをしてもらおう！という講座が
開催されました。
　講演会では、帝塚山大学の天野信子先生が、日々
の健康づくりに必要なことなどを説明され、ボラン
ティアは、難しく考えるのではなく「You Can（ユー
キャン）」自分のできることをするということが大
切であり、みなさんの小さな取り組みが大きな力に
なると話されました。
　講演会の後、健康活動とボランティアをテーマに、
参加者のみなさんでグループワークが行われ、参加
された人は「ボランティアの大切さを実感できまし
た。たくさんの人がボランティアをもっと身近なも
のとして考え、気軽に参加してほしい」と話されま
した。

ユ

当地キャラパワーで　盛り上げよう！
～ たいし聖徳市＆ご当地キャラ大集合 ～

5 / 1 8 ・大阪府太子町

　聖徳太子ゆかりの地として斑鳩町と友好都市で
ある大阪府太子町で開催された、「たいし聖徳市
＆ご当地キャラ大集合」に、斑鳩町もパゴちゃん
と一緒に参加しました。
　物産展のほか、今回のイベントの目玉である「ご
当地キャラ大集合」では、パゴちゃんを含め、た
くさんのご当地キャラが参加し、特別ゲストとし
て熊本県のご当地キャラとして有名なくまモンも
登場しました。
　たいしくんとパゴちゃんが仲良く物産展を宣伝
するなど、斑鳩町とパゴちゃんをおおいにアピー
ルしてきました。

ごの伝統を引き継ぐために
～ 伝統料理教室～

5 / 2 2 ・生き生きプラザ斑鳩

　食育の原点にかえり、次世代の子どもたちに食の
伝統を引き継ぐことをテーマとした料理教室が開催
されました。
　今回の料理教室では、栄養士の榊原和子先生の指
導のもと、家庭でも簡単にできる「もめん豆腐」の
作り方をはじめ、昔ながらの郷土料理である「押し
寿司」「よごみ（よもぎ）のあんつけ餅」という豪
華３品の料理を作りました。
　参加者のみなさんは、グループに分かれて、押し
寿司の具材を彩りよく並べたり、お餅を丸めたりす
るなど、協力しあいながら楽しく料理を作られ、「伝
統料理」を満喫されました。

食

▲�みんなの意見を１つに

▼健康について考えよう

▲レセプションで一致団結

▼パゴちゃんがステージで応援

▲たいしくんとパゴちゃん
　仲良く物産展を宣伝

▼ご当地キャラ大集合！

▲�伝統料理をいただきます！

▼押し寿司
　　うまくできるかな？
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斑鳩文化財センター
（☎0745―70―1200）

※�「てんいち」とは、てん（英語の10）と、いち（１）を合わせて11（毎月11日は人権を確かめあう日）とい
う意味です。

平成25年度実施の文化財の調査や研究成果の速報展
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今
月
号
で
は
、
７
月
24
日（
木
）

～
８
月
12
日（
火
）に
斑
鳩
文
化
財

セ
ン
タ
ー
情
報
コ
ー
ナ
ー
で
開
催

し
ま
す
「
斑
鳩
の
文
化
財
展
‒
平

成
25
年
度
実
施
の
調
査
成
果
展
‒
」

に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

調
査
成
果
な
ど
を
紹
介
す
る

ミ
ニ
展
示
会

　

当
町
が
昨
年
度
に
実
施
し
ま
し
た
発
掘

調
査
に
は
、
斑
鳩
大お
お
つ
か塚
古
墳
や
法ほ
う

輪り
ん

寺じ

旧き
ゅ
う

境け
い

内だ
い

遺い

跡せ
き

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
発

掘
調
査
以
外
で
は
、
江
戸
時
代
の
墓ぼ

標ひ
ょ
う

の

調
査
や
、
平
成
16
年
度
実
施
の
法
隆
寺
若わ
か

草く
さ

伽が

藍ら
ん

跡あ
と

西
方
の
調
査
に
お
け
る
出
土
遺い

物ぶ
つ
の
整
理
作
業
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
「
斑
鳩
の
文
化
財
展
」
は
、
こ
う
し
た

昨
年
度
に
実
施
し
た
文
化
財
の
調
査
や
研

究
の
成
果
に
つ
い
て
、
い
ち
早
く
ご
紹
介

す
る
ミ
ニ
展
示
会
で
す
。

斑
鳩
大
塚
古
墳
の
調
査
成
果

　

斑
鳩
大
塚
古
墳
は
、
法
隆
寺
南
１
丁
目

に
所
在
す
る
直
径
約
35
ｍ
の
円え
ん
ぷ
ん墳
で
、
昭

和
29
年
に
粘ね
ん

土ど

槨か
く

が
発
見
さ
れ
、
銅ど
う

鏡き
ょ
う

、

筒つ
つ

形が
た

銅ど
う

器き

、
鉄
製
武ぶ

ぐ具
類
な
ど
の
遺
物
が

出
土
し
た
古
墳
時
代
中
期
（
５
世
紀
前
半

頃
）
の
古
墳
で
す
。
し
か
し
、
墳ふ
ん

丘き
ゅ
う

の
形

や
周し
ゅ
う

濠ご
う

の
有
無
の
ほ
か
、
出
土
し
て
い
る

と
報
告
さ
れ
て
い
る
埴は
に

輪わ

に
つ
い
て
も
よ

く
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
う
し

た
こ
と
か
ら
、
当
町
と
官
学
連
携
協
定
を

結
ん
で
い
る
奈
良
大
学
の
協
力
を
得
て
、

測
量
調
査
や
地ち

中ち
ゅ
う

レ
ー
ダ
ー
探
査
の
事
前

調
査
を
経
た
う
え
で
、
墳
丘
の
周
辺
地
に

お
い
て
、
平
成
26
年
３
月
か
ら
約
１
か
月

間
に
わ
た
る
発
掘
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

調
査
の
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、
幅
８

ｍ
以
上
、
深
さ
約
80
㎝
を
測
る
周
濠
を
検

出
す
る
と
と
も
に
、
円え
ん
と
う筒
埴
輪
や
形け
い

象し
ょ
う

埴

輪
の
破
片
が
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
調
査
成
果
を
見
て
い
た
だ
く

機
会
と
し
て
、
３
月
30
日
に
現
地
説
明
会

を
開
催
す
る
予
定
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

雨
天
に
よ
り
や
む
な
く
中
止
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
み
な
さ
ん
に
は
、

今
回
の
展
示
会
で
、
は
じ
め
て
ご
覧
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

他
の
調
査
や
研
究
成
果

　

法
輪
寺
旧
境
内
遺
跡
の
発
掘
調
査
は
、

講
堂
の
北
西
方
向
の
狭
い
調
査
区
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
池
ま
た
は
溝
状
の
遺い

構こ
う

を

検
出
し
、
飛
鳥
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
か

け
て
の
瓦
が
比
較
的
ま
と
ま
っ
て
出
土
し

ま
し
た
の
で
、
こ
れ
ら
の
出
土
品
を
展
示

し
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
整
理
作
業
を
実
施

し
ま
し
た
法
隆
寺
若
草
伽
藍
跡
西
方
の
調

査
出
土
の
瓦
な
ど
を
展
示
す
る
と
と
も
に
、

江
戸
時
代
の
法
隆
寺
村
庄し
ょ
う

屋や

を
務
め
、
大

工
棟と
う

梁り
ょ
う

家け

で
も
あ
っ
た
安
田
家
の
極
楽
寺

墓
地
お
よ
び
西さ
い

方ほ
う

院い
ん

跡
に
お
け
る
墓
標
の

調
査
成
果
に
つ
い
て
も
紹
介
し
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
な
調
査
や
研
究
を
い
ち
早

く
見
て
い
た
だ
く
よ
い
機
会
で
す
の
で
、

斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー
に
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

▲斑鳩大塚古墳出土の円筒埴輪



斑
鳩
交
番
だ
よ
り

　

西
和
警
察
署

　
（
☎
０
７
４
５

　
　
　

�
０
１
１
０
）
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５月の生ごみたい肥化量2５,707㎏
　可燃ごみの9.8％をたい肥化で
きました
※モデル世帯数3,907世帯（５月末）

毎月10日と20日は
陶器回収の日

〈７月の陶器回収日〉
７月１０日（木）
７月２３日（水）

　役場環境対策課
（午前８時30分～午後５時30分）
　衛生処理場（幸前2‒8‒9）
（午前８時30分～午後３時30分）
※�衛生処理場のみ、７月12日（土）、
７月27日（日）も受け付けします。

　

平
成
26
年
４
月
末
時
点
（
１
～
４
月

末
）
で
の
、
奈
良
県
下
に
お
け
る
住
宅

対
象
侵
入
窃
盗
の
被
害
総
件
数
は
１
０

９
件
に
の
ぼ
り
ま
す
。

　

こ
の
内
、
４
月
の
被
害
件
数
だ
け
で

も
、
空
き
巣
が
10
件
、
忍
込
み
が
５
件
、

居
空
き
が
３
件
と
、
計
18
件
の
被
害
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
被
害
の
約
４
割
は
、
無
施

錠
の
窓
や
勝
手
口
、
玄
関
な
ど
の
ド
ア

か
ら
の
侵
入
に
よ
る
も
の
で
す
。
み
な

さ
ん
、「
自
分
の
家
は
大
丈
夫
だ
ろ
う
」

と
油
断
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

※
空あ

き
巣す

…�

日
中
の
留
守
中
に
家
屋
に
侵
入

さ
れ
る
も
の

　

忍し
の
び

込こ

み
…�

就
寝
中
、
家
屋
に
侵
入
さ
れ
る

も
の

　

居い
あ空

き
…�

日
中
、
在
宅
中
に
家
屋
に
侵
入

さ
れ
る
も
の

被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に
は

○�

外
出
中
だ
け
で
な
く
、
在
宅
中
、
就

寝
中
で
あ
っ
て
も
、
必
ず
施
錠
し
ま

し
ょ
う
。

○�

犯
人
は
、
侵
入
す
る
の
に
５
分
以
上

か
か
る
と
犯
行
を
断
念
す
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

�

防
犯
ガ
ラ
ス
、
補
助
錠
な
ど
の
防
犯

機
器
を
積
極
的
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

○�

窓
や
出
入
口
に
振
動
ア
ラ
ー
ム
や
セ

ン
サ
ー
ア
ラ
ー
ム
が
設
置
さ
れ
て
い

る
と
、
泥
棒
は
嫌
い
ま
す
。

猫
を
飼
っ
て
い
る
人
へ

　

猫
を
は
じ
め
、
ペ
ッ
ト
は
私
た
ち
の
生

活
に
安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
る
家
族
の
一

員
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
最
近
、

猫
の
鳴
き
声
や
ふ
ん
尿
の
被
害
、
放
し
飼

い
に
つ
い
て
、
付
近
の
人
か
ら
苦
情
や
相

談
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

猫
が
好
き
な
人
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
飼
い
主
に
と
っ
て
我
慢
で
き
る
こ
と

で
も
、
他
人
に
は
耐
え
ら
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
猫
を
飼
う
こ
と
に
よ
り
、
付

近
の
人
に
迷
惑
を
か
け
た
り
、
危
害
を
与

え
て
い
な
い
か
再
度
認
識
し
、
十
分
な
心

配
り
と
正
し
い
し
つ
け
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
室
内
飼
育
に
努
め
ま
し
ょ
う

　

猫
は
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
責

任
を
持
っ
て
飼
わ
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
特
に
屋
外
に
出
て
行
っ
て
し
ま
っ
た

猫
は
、他
人
の
敷
地
で
ふ
ん
尿
を
し
た
り
、

庭
を
荒
ら
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
大
変
な

迷
惑
と
な
り
ま
す
。
猫
の
健
康
を
守
り
、

周
囲
に
迷
惑
を
か
け
な
い
た
め
に
も
、
室

内
飼
育
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

●�

飼
い
猫
で
あ
る
こ
と
が
識
別
で
き

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

　

万
が
一
、
飼
育
場
所
を
離
れ
て
し
ま
っ

た
猫
も
、
飼
い
主
の
名
前
や
連
絡
先
の
書

か
れ
た
名
札
が
つ
い
て
い
れ
ば
、
す
ぐ
に

飼
い
主
の
と
こ
ろ
へ
戻
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
飼
い
猫
に
は
必
ず
名
札
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

●
終
生
飼
育

　

飼
い
始
め
た
猫
は
、

家
族
の
一
員
と
し
て
愛
情
と
責
任
を
持
っ

て
終
生
飼
育
し
ま
し
ょ
う
。

●
避
妊
・
去
勢
手
術
を
し
て
く
だ
さ
い

　

飼
い
猫
に
子
猫
が
生
ま
れ
て
も
、
育
て

る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
不
幸
な
猫
を
増

や
す
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
小
さ
な

命
を
大
切
に
し
、
不
幸
な
猫
を
増
や
さ
な

い
た
め
に
不
妊
・
去
勢
手
術
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

　

町
で
１
世
帯
上
限
４
，
０
０
０
円
の
補

助
金
が
あ
り
ま
す
。

飼
い
主
の
な
い
猫
に
む
や
み

に
エ
サ
を
あ
げ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
！

　

か
わ
い
そ
う
だ
か
ら
と
飼
う
気
が
な
い

の
に
エ
サ
を
あ
げ
て
し
ま
う
と
、
爆
発
的

に
数
が
増
え
、
増
え
て
し
ま
っ
た
猫
は
エ

サ
が
足
り
な
く
な
っ
て
、
ご
み
を
荒
ら
し

た
り
、
住
宅
に
侵
入
し
た
り
し
て
、
他
人

に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
猫
同
士
で
な
わ
ば
り
争
い
を
し
て
、

ケ
ガ
や
事
故
死
が
増
え
、
病
気
が
は
や
る

な
ど
、
猫
に
と
っ
て
住
み
に
く
い
環
境
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
不
幸
な
猫
を
増
や

さ
な
い
た
め
に
も
、

エ
サ
を
絶
対
に
あ
げ

な
い
で
く
だ
さ
い
。

※�

猫
な
ど
動
物
が
好
き
な
人
ば
か
り
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な

い
よ
う
責
任
を
も
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

（
環
境
対
策
課　
☎
内
線
１
３
３
）

家庭から出るごみの量

100 200 300 400 500（トン）
可燃ごみ　　　不燃ごみ　　　粗大ごみ　　　その他プラ類
缶・びん類、ペットボトル　　有害ごみ　　　生ごみ・草類

5月

4月

3月

平成26年度

平成25年度

平成25年度

平成24年度

平成26年度

平成25年度

あ
な
た
の
家
の
防
犯
対
策
は
大
丈
夫
？

空
き
巣
・
忍
込
み
・
居
空
き
に
注
意
！



主な連絡先
斑鳩町役場
	 ☎0745-74-1001
上水道課
	 ☎0745-74-1401
下水道課
	 ☎0745-74-2406
町立図書館
	 ☎0745-75-7733
中央公民館
	 ☎0745-74-1511
東公民館
	 ☎0745-74-4122
西公民館
	 ☎0745-75-3911
中央体育館
	 ☎0745-75-3100
斑鳩文化財センター
	 ☎0745-70-1200
生き生きプラザ斑鳩
	 ☎0745-70-1000
保健センター
	 ☎0745-70-0001
斑鳩町観光協会
	 ☎0745-74-6800
ふれあい交流センター
いきいきの里
	 ☎0745-74-0990
衛生処理場
	 ☎0745-74-2371
西老人憩の家
	 ☎0745-74-1517
東老人憩の家
	 ☎0745-74-5050
三室休日診療所
	 ☎0745-74-4100
いかるがホール
	 ☎0745-75-7743
斑鳩町シルバー
人材センター
	 ☎0745-75-0884
斑鳩町地域包括
支援センター
☎0745-75-4000

※�情報内の問合せの電話番号
の記載のない場合は、上記
電話番号をご確認ください。
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学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

生
涯
学
習
課
（
☎
内
線
２
３
７
）

　

学
校
の
教
育
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、

地
域
住
民
の
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
ま
す
。

　

教
育
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
意
欲
と

関
心
を
お
持
ち
の
人
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。

　

学
校
の
求
め
と
地
域
の
力
を
マ
ッ
チ
ン

グ
し
て
、
よ
り
効
果
的
な
学
校
教
育
と
な

る
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
事
例

・
図
書
や
校
庭
な
ど
の
整
備

・
運
動
会
な
ど
の
学
校
行
事
の
運
営
補
助

・
体
育
な
ど
の
授
業
補
助

・�
総
合
学
習
の
時
間
を
利
用
し
た
体
験
活

動
の
指
導
者　

な
ど

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
て
い
た
だ

く
に
は
、
登
録
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
生

涯
学
習
課
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

「
夏
休
み
キ
ャ
ン
プ
だ
ホ
イ
」

　
　
　

中
央
公
民
館
（
水
曜
休
館
）

（
☎
０
７
４
５
�
１
５
１
１
）

　

ア
ウ
ト
ド
ア
ク
ッ
キ
ン
グ
、
キ
ャ
ン
プ

フ
ァ
イ
ヤ
ー
、
自
然
素
材
を
使
っ
た
工
作

な
ど
楽
し
い
催
し
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

日
時　
８
月
９
日（
土
）～
10
日（
日
）

場
所　
奈
良
県
立
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

対
象　
町
在
住
の
小
学
生

定
員　
20
人

参
加
費　
３
，
２
０
０
円

主
催　
斑
鳩
町
子
ど
も
会
連
絡
協
議
会

申�

込　
指
定
用
紙
（
中
央
公
民
館
窓
口
で

配
付
）
に
、必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

７
月
12
日（
土
）～
19
日（
土
）の
間
に
、

中
央
公
民
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

相　談　日 時　間 場　　所 申　　込

無 料 法 律 相 談 8日㈫、15日㈫、29日㈫
（電話予約申込順） 13:00～16:00 役 場 1 階第2会議室

住民課
（☎内線163）

消 費 生 活 相 談
24日㈭ 9:00～16:00

役 場 1 階
第3会議室

申込不要
問合せ　住民課
（☎内線163）

3日㈭、10日㈭、17日㈭、31日㈭ 13:00～16:00
人 権 相 談 9日㈬（毎月第2水曜日） 13:00～16:00
青少年悩みごと
教 育 相 談 毎週火・金・土曜日 9:00～16:00 中央公民館 事前に☎0745740077

までご連絡ください

出前サポステ若者
自立の無料相談 毎月第2土曜日 9:00～12:00 中央公民館

☎0744-44-2055
fax0744-44-2056
（若者サポートステーションやまと）

子 育 て 相 談 毎月第2・第4水曜日 9:00～16:00 生き生きプラザ
斑 鳩 相 談 室

福祉課
（☎内線125）

女性のための相談
11日㈮（第2金曜日） 9:30～12:30

役場会議室 予約専用☎0745759269
休日を除く8:30～17:3025日㈮（第4金曜日） 13:00～16:00

増改築無料相談 19日㈯（毎月第3土曜日） 13:00～16:00 中央公民館 全奈良建築斑鳩支部
☎0745741218

● 
募　
　
集 

●

※相談の時間が₉：00～16：00の場合は、12：00～13：00の間は不在となります。

７月の相談
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「
こ
ど
も
考
古
学
教
室
」

参
加
者
募
集

　

斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー
（
水
曜
休
館
）

（
☎
０
７
４
５
�
１
２
０
０
）

　
（
fax
０
７
４
５
�
１
２
０
１
）

①
こ
ど
も
勾
玉
づ
く
り
教
室

　

古
代
の
ア
ク
セ
サ

リ
ー
で
あ
る「
勾
玉
」

を
作
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。

日
時　
８
月
３
日（
日
）

　
　
　

午
後
１
時
～
４
時
（
予
定
）

場
所　
中
央
公
民
館　

創
作
室

対�

象　
町
在
住
の
小
学
４
～
６
年
生
と
そ

の
保
護
者

定�

員　
15
組
30
人
（
定
員
を
超
え
た
場
合

は
抽
選
）

参�

加
費　
約
３
０
０
円
（
材
料
費
２
０
０

円
＋
保
険
料
約
１
０
０
円
）

　

※
当
日
徴
収

募�

集
期
間　
７
月
１
日（
火
）～
22
日（
火
）

②
こ
ど
も
１
日
学
芸
員
体
験

　

藤
ノ
木
古
墳
を
は
じ
め
と
す
る
斑
鳩
の

歴
史
や
文
化
を
紹
介
し
て
い
る
文
化
財
セ

ン
タ
ー
で
、「
学
芸
員
」
の
仕
事
を
体
験

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
８
月
22
日（
金
）

　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
３
時
（
予
定
）

場
所　
斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー

対
象　
町
在
住
の
小
学
４
～
６
年
生

定�

員　
４
人
（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽

選
）

参
加
費　
保
険
料
（
２
５
０
円
程
度
）

　

※
当
日
徴
収

募�

集
期
間　
７
月
１
日（
火
）～
22
日（
火
）

③
こ
ど
も
鏡
づ
く
り
教
室

　

古
代
の
権
力
者
が
好
ん
で
集
め
た
「
銅

鏡
」
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。

日
時　
８
月
24
日（
日
）

　
　
　

午
後
１
時
～
４
時
（
予
定
）

場
所　
中
央
公
民
館　

創
作
室

対�

象　
町
在
住
の
小
学
４
～
６
年
生
と
そ

の
保
護
者

定�

員　
10
組
20
人
（
定
員
を
超
え
た
場
合

は
抽
選
）

参�

加
費　
約
７
０
０
円
（
材
料
費
６
０
０

円
＋
保
険
料
約
１
０
０
円
）

　

※
当
日
徴
収

募�

集
期
間　
７
月
１
日（
火
）～
22
日（
火
）

○
申
込
・
問
合
せ

　

斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー
窓
口
・
ｆ
ａ
ｘ

で
受
け
付
け
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
斑
鳩

文
化
財
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

ス
イ
ミ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
時　
８
月
３
日（
日
）

　
　
　

午
前
９
時
～

　
　
　

雨
天
中
止

場
所　
町
民
プ
ー
ル

資
格　
町
在
住
・
在
勤
の
人

区
分

　

男
子�

…
小
学
生
の
部
、
中
学
生
の
部
、

30
歳
ま
で
の
部
、
31
歳
以
上
の
部

　

女
子�

…
小
学
生
の
部
、
中
学
生
の
部
、

一
般
の
部

種
目　
25
ｍ
…
自
由
、
平
泳
、
背
泳

　
　
　

50
ｍ
…
自
由
、
平
泳
、
背
泳

　
　
　

100
ｍ
…
自
由
、
平
泳
、
背
泳

　
　
　

100
ｍ
リ
レ
ー

申�

込　
指
定
用
紙
（
中
央
体
育
館
窓
口
で

配
付
）
に
、必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

７
月
14
日（
月
）～
28
日（
月
）の
間
に
、

中
央
体
育
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

※�
競
技
以
外
に
ス
イ
ミ
ン
グ
ウ
ォ
ー
ク
を

行
い
ま
す
の
で
、
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。（
参
加
自
由
）

※�

通
常
の
ご
利
用
は
、
午
後
１
時
か
ら
と

な
り
ま
す
。 中

央
体
育
館（
水
曜
休
館
）

（
☎
０
７
４
５
�
３
１
０
０
）

問合せ
申込

● 

ス
ポ
ー
ツ 

●
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少
年
健
全
育
成

奈
良
県
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

奈
良
県
警
察
本
部
生
活
安
全
部
少
年
課

　

☎
０
７
４
２
㉓
０
１
１
０

（
内
線
３
０
９
３
）

　

県
民
が
共
に
協
力
し
て
地
域
の
絆
を
強

め
、
子
ど
も
を
見
守
り
育
て
る
社
会
を
構

築
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
開
催
し
ま
す
。

日
時　
７
月
19
日（
土
）

　
　
　

午
後
０
時
15
分　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ

　
　
　

午
後
１
時　
　
　

開
会

場
所　
い
か
る
が
ホ
ー
ル　

大
ホ
ー
ル

内
容オー

プ
ニ
ン
グ　

キ
ッ
ズ
ポ
リ
ス
「
い

か
の
お
す
し
一
人
前
」
ダ
ン
ス

　

奈
良
県
警
察
音
楽
隊
ウ
ェ
ル
カ
ム
演
奏

開
会
行
事　
平
成
26
年
度
少
年
補
導
功

労
者
（
団
体
）
表
彰
受
賞
者
の
紹
介

第
１
部　

少
年
警
察
大
学
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
報
告
・
少
年
補
導
員
活
動

講
習

第
２
部　
基
調
講
演

　

演
題
「
少
年
の
立
ち
直
り
支
援
」

　

講
師　

佐
賀
県
警
察
本
部
少
年
課

　
　
　
　

課
長
補
佐　

桑
原　

宏
樹　

氏

そ�

の
他　

詳
し
い
日
程
、
内
容
な
ど
は
、

奈
良
県
警
察
本
部
生
活
安
全
部
少
年
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
平
成
25
年
度
に
実

施
し
た
文
化
財
調
査
や
研
究
な
ど
の
主
な

成
果
に
つ
い
て
速
報
と
し
て
紹
介
す
る
展

示
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

な
お
、
詳
し
く
は
、
８
頁
の
「
い
に
し

え
の
風
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

期
間　
７
月
24
日（
木
）～
８
月
12
日（
火
）

開
館
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
（
※
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

開
催
場
所　
斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

情
報
コ
ー
ナ
ー

観
覧
料　
無
料

第
17
回
斑
鳩
の
里
子
ど
も
夏
ま
つ
り

　
　
　

中
央
公
民
館
（
水
曜
休
館
）

（
☎
０
７
４
５
�
１
５
１
１
）

日
時　
７
月
20
日（
日
）

　
　
　

午
後
４
時
～
７
時　

雨
天
決
行

場
所　
中
央
公
民
館

内�

容　

模
擬
店
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
ゲ
ー
ム
、

な
つ
か
し
い
遊
び
コ
ー
ナ
ー
な
ど
盛
り

だ
く
さ
ん

主�

催　
斑
鳩
の
里
子
ど
も
夏
ま
つ
り
実
行

委
員
会

※�

駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
車
で
の

ご
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

ご
み
の
持
ち
帰
り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー

平
成
26
年
度
速
報
展

「
斑
鳩
の
文
化
財
展　

― 

平
成
25
年
度
実
施
の

調
査
成
果
展 

―
」

　
　

斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー（
水
曜
休
館
）

（
☎
０
７
４
５
�
１
２
０
０
）

 

平
成
25
年
度
に
は
、
斑
鳩
大
塚
古
墳
や

法
輪
寺
旧
境
内
遺
跡
で
の
発
掘
調
査
な
ど

を
行
う
と
と
も
に
、
法
隆
寺
若
草
伽
藍
跡

西
方
の
調
査
で
出
土
し
た
瓦
な
ど
の
出
土

遺
物
整
理
作
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

青
少
年
の
健
全
な
育
成
に
つ
い
て
、
斑

鳩
町
青
少
年
問
題
協
議
会
で
は
、
年
間
を

通
し
て
次
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

•�

青
少
年
の
健
全
育
成
に
関
す
る
啓
発
活

動
•�

西
和
警
察
・
西
和
地
区
地
域
安
全
推
進

委
員
斑
鳩
支
部
と
の
町
内
巡
回
活
動

　

�〈
青
少
年
の
非
行
行
為
な
ど
の
情
報
提

供
は
、
役
場
生
涯
学
習
課
（
☎
内
線
２

３
７
）
ま
で
お
願
い
し
ま
す
〉

•�

青
少
年
悩
み
ご
と
教
育
相
談
（
毎
週
火

曜
・
金
曜
・
土
曜
日　

中
央
公
民
館
内
）

　
〈
要
事
前
申
込

　
（
☎
０
７
４
５
�
０
０
７
７
）〉

７
月
は
「
青
少
年
の
非
行
・

被
害
防
止
全
国
強
調
月
間
」

● 

催　
し 

●
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差
別
を
な
く
す
に
は
、差
別
に
気
づ
き
、

差
別
の
現
実
を
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

自
分
の
人
権
が
侵
害
さ
れ
て
い
な
い
か
、

自
分
の
周
囲
の
人
た
ち
の
人
権
は
守
ら
れ

て
い
る
の
か
、確
か
め
て
み
る
こ
と
で
す
。

　

日
常
の
人
と
の
か
か
わ
り
の
な
か
で
、

相
手
の
ち
ょ
っ
と
し
た
一
言
で
傷
つ
い
た

り
、
悲
し
ん
だ
り
、
怒
っ
た
り
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

自
分
の
立
場
や
気
持
ち
を
伝
え
る
と
同

時
に
、
相
手
の
立
場
や
気
持
ち
に
気
づ
く

こ
と
も
大
切
で
す
。
互
い
の
人
権
を
確
か

め
合
う
こ
と
か
ら
は
じ
め
ま
し
ょ
う
。

　福祉課（☎内線125）
　差別のない明るいまちづくりは、私た
ち一人ひとりが人権の大切さや差別につ
いての理解を深めることからはじまりま
す。ぜひご参加ください。
日時　７月11日㈮　午後１時30分～３時
場所　役場地下大会議室
講演　「人権とアート」
講師　�奈良県人権教育推進協議会
　　　　副会長、元教諭　田仲敦三 氏
※手話通訳、要約筆記あります。

自
分
の
行
動
を
ふ
り
か
え
り

相
手
を
思
い
や
る
心
を
大
切
に

　

～ 

７
月
は
「
差
別
を

な
く
す
強
調
月
間
」
で
す 

～

差別をなくす町民集会

　

国
民
健
康
保
険
税
（
被
保
険
者
全
員
が

65
歳
以
上
の
国
民
健
康
保
険
の
場
合
）
お

よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
に

つ
い
て
は
、
納
付
す
る
人
が
年
額
18
万
円

以
上
の
年
金
を
受
給
し
て
い
る
と
き
、
原

則
と
し
て
「
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
天

引
き
）」
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
を
希

望
す
る
人
は
、
指
定
の
口
座
か
ら
の
「
口

座
振
替
」
に
変
更
が
可
能
で
す
。

　

納
付
方
法
を
「
特
別
徴
収
」
か
ら
「
口

座
振
替
」
に
変
更
を
希
望
す
る
人
は
、
次

の
２
点
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

①�　

役
場
国
保
医
療
課
に
、
納
付
方
法
変

更
申
出
書
（
役
場
窓
口
備
付
け
）
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

②�　

金
融
機
関
窓
口
に
、
口
座
振
替
依
頼

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

口
座
振
替
依
頼
書
は
役
場
で
お
渡
し
し

ま
す
。
金
融
機
関
で
の
手
続
き
に
は
預

貯
金
通
帳
お
よ
び
通
帳
の
届
出
印
、
保

険
証
な
ど
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
詳
し

く
は
、
金
融
機
関
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ

い
。

※�

す
で
に
口
座
振
替
で
納
付
し
て
い
る
人

で
、
引
き
続
き
そ
の
口
座
か
ら
の
振
替

を
希
望
す
る
と
き
は
、
口
座
振
替
依
頼

書
は
不
要
で
す
。

　

７
月
中
に
手
続
き
を
完
了
さ
れ
た
場
合

は
、
10
月
支
給
年
金
か
ら
の
天
引
き
が
中

止
さ
れ
、
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
と
な
り

ま
す
。

※�
引
き
続
き
「
特
別
徴
収
」
を
希
望
す
る

人
は
手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ご
注
意

①�　

保
険
税（
料
）の
納
付
状
況
な
ど
か
ら

「
特
別
徴
収
」
に
戻
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

②�　

お
支
払
す
る
保
険
税（
料
）の
総
額
は

変
わ
り
ま
せ
ん
。

③�　

口
座
か
ら
の
お
支
払
い
に
変
更
し
た

場
合
、
確
定
申
告
な
ど
の
社
会
保
険
料

控
除
は
、
口
座
振
替
に
よ
り
支
払
っ
た

口
座
名
義
人
の
人
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

④�　

国
民
健
康
保
険
税
の
口
座
振
替
は
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
は
引
き
継
が

れ
ま
せ
ん
。

問
合
せ　
国
保
医
療
課

　
　
　
　
　
（
☎
内
線
１
１
２
～
１
１
６
）

国
民
健
康
保
険
税
お
よ
び
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
保
険
料
の
お
支
払
い
方
法
に
つ
い
て

一、�歴史と文化を大切にし、貴重な遺産を次の世代に
伝えます。

一、�恵まれた自然との調和をはかり、やすらぎのある
まちにします。

一、�人権を尊重し、心のふれあ
うまちをめざします。

一�、�ともに生き、ともに学び、
未来を拓く活力のあるまち
にします。

一�、�知恵と力を出し合い、住み
よいまちを築きます。

町民憲章（平成９年５月９日制定）
わたしたちは、聖徳太子ゆかりの斑鳩のまちに住むこと
を誇りとし、「和」の精神を尊び、明るく豊かな郷土を
つくります。

町
の
木
・
く
ろ
ま
つ

　　　�平成26年7月1日からはじま
るのは、「小型○○のリサイ
クル回収」さて何でしょう。

　　　　〈７月11日㈮必着〉
応�募方法　はがきにクイズの答え、住所、氏名、電
話番号を書いて、「〒636–0198 斑鳩町役場・広報
クイズ係」まで。正解者のなかから、抽選で２人
に図書カードをプレゼントします。プレゼントの
当選は、発送をもってかえさせていただきます。
　　６月号のクイズの答　パパ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（応募総数19）

Q

町政や広報に
ついてのご意
見・ご要望も、
お書き添え
ください。

▲
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難
な
場
合
は
免
除
・
猶
予
の
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。

請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る

若
年
者
納
付
猶
予
制
度
も
あ
り
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
の
免
除
な
ど
の
受
け
付
け

は
、平
成
26
年
７
月
１
日
か
ら
開
始
さ
れ
、

平
成
26
年
７
月
分
か
ら
平
成
27
年
６
月
分

ま
で
の
期
間
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
現
在

６
月
ま
で
承
認
を
受
け
て
い
る
人
が
引
続

き
７
月
以
降
も
免
除
・
猶
予
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、
忘
れ
ず
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。（
継
続
審
査
に
該
当
し
て
い
る
人
を

除
き
ま
す
）

　

な
お
、
平
成
26
年
４
月
か
ら
、
申
請
時

点
の
２
年
１
か
月
前
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て

免
除
・
猶
予
を
申
請
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

免
除
・
猶
予
の
申
請
を
希
望
さ
れ
る
人

は
役
場
国
保
医
療
課
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
。

※�

免
除
・
猶
予
を
申
請
す
る
際
、
印
鑑
と

年
金
手
帳
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
退
職
・
失
業
な
ど
に
よ
り
免
除
申

請
を
す
る
人
は
、
失
業
な
ど
を
確
認
で

き
る
雇
用
保
険
受
給
資
格
証
や
雇
用
保

険
被
保
険
者
離
職
票
な
ど
の
証
明
書
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※�

保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く

と
、
将
来
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取

れ
な
い
場
合
や
、
万
一
、
障
害
や
死
亡

と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
が
発
生
し
た
際

の
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が

受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
必

ず
保
険
料
を
納
付
す
る
か
、
納
付
が
困

結
婚
50
年（
金
婚
式
）を

迎
え
ら
れ
る
ご
夫
婦
へ

　

福
祉
課
（
☎
内
線
１
２
３
）

　

斑
鳩
町
で
は
、
結
婚
50
年
を
迎
え
ら
れ

る
ご
夫
婦
に
敬
意
を
表
し
、
９
月
13
日

（
土
）に
開
催
す
る
「
敬
老
会
」
で
記
念
品

を
贈
呈
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。
該

当
さ
れ
る
人
は
、
７
月
末
日
ま
で
に
福
祉

課
ま
で
手
続
き
願
い
ま
す
。

対�

象　
斑
鳩
町
に
住
所
が
あ
り
、
昭
和
39

年
1
月
1
日
か
ら
同
年
12
月
31
日
ま
で

に
婚
姻
届
を
出
さ
れ
た
ご
夫
婦

持
ち
物

本
籍
地
が
町
内
の
人
…
印
鑑

本�

籍
地
が
町
外
の
人
…
戸
籍
抄
本
ま
た
は

こ
れ
に
代
わ
る
書
類
（
婚
姻
日
が
確
認

で
き
る
書
類
）

国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
・
猶
予
制
度
を
ご
存
知
で
す
か

国
保
医
療
課
（
☎
内
線
１
１
４
）

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
保
険
料
を
納
付

す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
、
申
請
に

よ
り
保
険
料
の
納
付
が
免
除
（
全
部
ま
た

は
一
部
）さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。（
申

請
者
本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
の
所
得
な

ど
に
よ
り
免
除
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
）

　

ま
た
、
30
歳
未
満
の
人
は
、
本
人
・
配

偶
者
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
申

2014 市町村振興宝くじ・（公財）奈良県市町村振興協会

　この宝くじの収益金の一部は、県内市町村に交付され、
明るいまちづくりや環境政策、高齢化対策な
ど、地域住民の福祉向上のために使われます。
　　サマージャンボ：
　　　１等・前後賞あわせて６億円
　　　　（発売総額780億円・26ユニットの場合）
　　サマージャンボミニ6000万：１等６千万円×90本
　　　　（発売総額270億円・９ユニットの場合）

サマージャンボ宝くじ・サマージャンボミニ6000万
発売期間　７月４日（金）～７月25日（金）

当
せ
ん
金

お買い求めは奈良県内で！

特
別
用
途
地
区
の
指
定
に
つ

い
て
の
都
市
計
画
案
の
縦
覧

を
行
い
ま
す

都
市
整
備
課
（
☎
内
線
２
９
２
）

　

斑
鳩
町
で
は
、
次
の
と
お
り
都
市
計
画

案
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

都�

市
計
画
の
種
類　
法
隆
寺
周
辺
地
区
特

別
用
途
地
区

縦�

覧
期
間　
７
月
１
日（
火
）～
７
月
15
日

（
火
）

縦
覧
場
所　
斑
鳩
町
役
場

※�

意
見
書
の
提
出
要
領
な
ど
は
、
縦
覧
場

所
ま
た
は
、
斑
鳩
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

平
成
26
年
全
国
消
費
実
態
調
査

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

企
画
財
政
課
（
☎
内
線
２
５
２
）

　

本
年
９
月
か
ら
11
月
ま
で
の
３
か
月
間
に
わ

た
り
、
全
国
消
費
実
態
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
国
民
の
生
活
実
態
を
家
計
の

「
所
得
」、「
消
費
」、「
資
産
」
の
３
つ
の
側
面
か

ら
総
合
的
に
把
握
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る
も
の

で
あ
り
、
統
計
法
に
基
づ
く
重
要
な
統
計
調
査
で

す
。
調
査
の
内
容
と
し
て
は
、
主
に
家
計
簿
を
記

入
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
す
。

　

調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の
各
種
経

済
・
社
会
施
策
な
ど
の
基
礎
資
料
と
し
て
、
広
く

利
用
さ
れ
ま
す
。

　

７
月
以
降
、
調
査
員
が
、
調
査
対
象
地
域
内
の

す
べ
て
の
お
宅
を
訪
問
し
て
、
世
帯
主
の
氏
名
な

ど
を
お
尋
ね
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、
調
査
世
帯
に
選
ば
れ
ま
し
た
ら
、

調
査
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
家
計
簿
の
記

入
な
ど
、
調
査
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

● 

手
続
き 

●

７
月
の
納
税

○
固
定
資
産
税
（
第
２
期
分
）

　
…
…
税
務
課（
☎
内
線
１
５
３
）

○
国
民
健
康
保
険
税

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
　
（
普
通
徴
収
・
第
１
期
分
）

　
…
…
国
保
医
療
課（
☎
内
線
１
１
４
）

○
介
護
保
険
料

　
　
（
普
通
徴
収
・
第
１
期
分
）

　
…
…
福
祉
課（
☎
内
線
１
２
３
）

納
期
限

７
月
31
日
㈭

お
忘
れ
な
く
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
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７
月
22
日（
火
）、

８
月
18
日（
月
）、
19
日（
火
）

斑
鳩
町
役
場
本
庁
舎
・

水
道
庁
舎
を
閉
庁
し
ま
す

総
務
課
（
☎
内
線
２
７
１
）

　

夏
季
の
電
力
不
足
対
策
と
し
て
、
消
費

電
力
ピ
ー
ク
時
の
節
電
対
策
を
行
う
た

め
、
電
力
需
要
の
急
激
な
増
加
が
見
込
ま

れ
る
連
休
明
け
・
盆
明
け
の
平
日
に
本
庁

舎
お
よ
び
水
道
庁
舎
を
閉
庁
し
ま
す
。
た

だ
し
、
転
入
・
転
出
届
の
受
付
、
各
種
証

明
業
務
は
行
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
に
は
、
ご
不
便
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
取
り
組
み
の
趣
旨
を
ご
理
解
い

た
だ
き
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま

た
、
ご
家
庭
に
お
い
て
も
、
夏
季
に
お
け

る
節
電
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

実�

施
日　

７
月
22
日（
火
）、
８
月
18
日

（
月
）、
19
日（
火
）

対�

象
施
設　
斑
鳩
町
役
場
本
庁
舎
、
水
道

庁
舎

通
常
業
務
を
行
う
施
設

　

生
き
生
き
プ
ラ
ザ
斑
鳩
、
ふ
れ
あ
い
交

流
セ
ン
タ
ー
い
き
い
き
の
里
（
７
月
22
日

（
火
）、
８
月
18
日（
月
）休
館
日
）、
東
・

西
老
人
憩
の
家
、
た
つ
た
・
あ
わ
保
育
園
、

各
学
童
保
育
室
、
衛
生
処
理
場
・
最
終
処

分
場
、
す
こ
や
か
斑
鳩
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
、
町
民
プ
ー
ル
、
中
央
・
東
・
西
公

民
館
、
い
か
る
が
ホ
ー
ル
・
町
立
図
書
館

（
７
月
22
日（
火
）、
８
月
19
日（
火
）休
館

日
）、
文
化
財
セ
ン
タ
ー

※�

ご
み
収
集
、
火
葬
業
務
は
通
常
ど
お
り

行
い
ま
す
。

町
民
プ
ー
ル
を
無
料
開
放
し
ま
す

生
涯
学
習
課
（
☎
内
線
２
３
７
）

　

役
場
本
庁
舎
・
水
道
庁
舎
一
斉
閉
庁
に

あ
わ
せ
、
閉
庁
実
施
日
の
３
日
間
、
町
民

プ
ー
ル
の
無
料
開
放
を
行
い
ま
す
。

※�

入
場
料
（
通
常
大
人
３
５
０
円
、
小
人

１
０
０
円
）
は
無
料
と
な
り
ま
す
が
、

付
属
設
備
使
用
料
（
ロ
ッ
カ
ー
代
：
１

個
10
円
）
は
必
要
と
な
り
ま
す
。

平
成
26
年
度 

第
８
期 「
犯
罪
被
害

者
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
募
集

　

�

公
益
社
団
法
人
な
ら
犯
罪
被
害
者
支
援

セ
ン
タ
ー
（
奈
良
市
東
向
中
町
６
番
地

　

奈
良
県
経
済
倶
楽
部
経
済
会
館
４
階
）

　

☎
０
７
４
２
㉖
６
９
３
５

　

犯
罪
や
事
件
・
事
故
の
被
害
に
遭
わ
れ

た
人
や
、
ご
遺
族
か
ら
の
電
話
相
談
や
生

活
支
援
、
警
察
・
病
院
へ
の
付
き
添
い
な

ど
の
直
接
支
援
を
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支

援
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る
講
座
を
修
了

し
、
適
性
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
人
に
委

嘱
し
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
な
ど
は
、
セ
ン
タ
ー
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。（
月
～
金
曜
日

午
前
10
時
～
午
後
４
時　

祝
日
除
く
）

肝
臓
病
医
療
講
演
会
兼
特
措
法

説
明
会
兼
個
別
相
談
会
の
ご
案
内

　
　

奈
良
県
肝
臓
友
の
会　
（
会
長 

南
口
）

☎
０
９
０
‒
２
３
５
８
‒
６
３
１
６

　

肝
臓
病
医
療
に
関
す
る
無
料
の
講
演
会
な
ど
を

開
催
し
ま
す
。

日
時　
7
月
5
日（
土
）午
後
１
時
30
分
～

　
（
午
後
１
時
～
受
付
、
事
前
予
約
不
要
）

場
所　
い
か
る
が
ホ
ー
ル　

第
４
研
修
室

内�

容　

医
療
講
演
会 

午
後
1
時
30
分
～
３

時
、
講
師　

川
崎 

俊
彦 

氏
（
近
畿
大
学
医
学

部
奈
良
病
院　

消
化
器
・
内
分
泌
内
科
診
療
科

長
、
日
本
肝
臓
学
会
専
門
医
）、
Ｂ
型
・
Ｃ
型

肝
炎
の
最
新
治
療
や
肝
硬
変
・
肝
が
ん
に
進
行

さ
せ
な
い
た
め
の
治
療
な
ど
、
Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝

炎
の
治
療
に
関
す
る
医
学
的
な
事
項
に
つ
い
て

わ
か
り
や
す
く
お
話
い
た
だ
き
ま
す
。

特
措
法
説
明
会 
午
後
３
時
～
３
時
10
分

個
別
相
談
会 
午
後
３
時
10
分
頃
～

※�

詳
し
い
内
容
な
ど
は
、
友
の
会
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

不
動
産
無
料
相
談
会
の
ご
案
内

　

�

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

奈
良
県
不
動
産
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
協
会

　

☎
０
７
４
２
㊶
７
４
４
３

　

不
動
産
に
関
す
る
悩
み
な
ど
の
、
無
料

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
7
月
19
日（
土
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

場�

所　

王
寺
町
や
わ
ら
ぎ
会
館　

４
階
多

目
的
ホ
ー
ル（
王
寺
町
王
寺
２︲
１
︲
18
）

内�

容　

土
地
有
効
活
用
、
借
地
借
家
、
資

産
税
務
、
贈
与
と
相
続
、
売
買
な
ど
不

動
産
に
関
す
る
諸
問
題
を
解
決
す
る
た

め
に
、
不
動
産
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
税
理

士
、
司
法
書
士
な
ど
の
専
門
家
が
ア
ド

バ
イ
ス

※�

詳
し
い
内
容
な
ど
は
、
協
会
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

放
送
大
学
で
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

　
　

放
送
大
学
奈
良
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
４
２
⑳
７
８
７
０

　

放
送
大
学
で
は
平
成
26
年
度
第
２
学
期

（
10
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
中
で
す
。

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
通
信
制

の
大
学
で
す
。
学
位
取
得
、キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
や
自
己
実
現
な
ど
、
生
涯
学
習
を
目
指

す
人
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
心
理
学
・

福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自
然
科
学

な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。　

　

出
願
は
、
８
月
31
日（
日
）ま
で
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
セ
ン
タ
ー
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
出
願
で

き
ま
す
。
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斑鳩町に警報発表時には検診・教室などを中止することが
ありますので「保健センター」へお問い合わせください。

■ 健康相談予定表（事前申込要：電話申込可）

事　業　名 月　日 受付時間 対　象　者 注　意　事　項

大 腸 が ん 検 診
（容器提出日） 7月29日㈫ 9：00～

　11：00 35歳以上 ○ 容器は事前に保健センターで購入
してください。（容器代300円）

乳 が ん 検 診
（マンモグラフィ・

視触診併用）

8月6日㈬

12：45～
　13：30

40歳以上の女性
（申込先着40人）

平
成
25
年
度
に
町
の
検
診
を
受
診
さ

れ
て
い
な
い
人

○乳がん検診を受けられない人
・ペースメーカーを入れている人
・乳房形成術を受けた人
・授乳中の人
○子宮頸がん検診を受けられない人
・検査当日、生理中の人
※ 子宮頸がん・乳がん検診は2年に
1回です。申込時に必ず、前回受
診日をお知らせください。

子宮頸がん検診 12：45～
　13：15

20歳以上の女性
（申込先着30人）

子宮頸がん・
乳がんセット検診
（マンモグラフィ・

視触診併用）

14：00～
　14：45

40歳以上の女性
（申込先着60人）

☆検診時は、必ず健康手帳をお持ちください。
☆4週間前後で結果がわかります。異常の有無にかかわらず、検診結果を通知します。
　※子宮頸がん・乳がん検診時には託児があります。希望の人は事前にお申し込みください。
　※検診で手話通訳が必要な人は fax でお申し込みください。

事　業　名 月　日 受付時間 定員 内　　　　　容

こころの健康相談
（精神保健福祉士による）７月22日㈫ 13：00～15：00 ２人 こころの病気かどうか心配である、最近

家族のようすがおかしいなどの相談

栄 養 相 談
（栄養士による）

７月17日㈭・22日㈫
　　28日㈪ 10：00～16：30 各日

３人
高血圧・高血糖・高コレステロールなど
の状態に応じた栄養相談

８月５日㈫・１３日㈬

糖
尿
病
予
防
教
室

　

日
本
人
の
６
人
に
１
人
が
糖
尿
病
ま
た

は
糖
尿
病
予
備
軍
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、

糖
尿
病
は
誰
も
が
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

　

糖
尿
病
に
な
る
前
に
、
訪
れ
る
サ
イ
ン

を
見
逃
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

こ
の
機
会
に
、
糖
尿
病
を
予
防
し
ま

し
ょ
う
！

対
象　

�

血
糖
値
が
高
い
、
糖
尿
病
に
つ
い

て
学
び
た
い
20
歳
以
上
の
人

持
物　
筆
記
用
具

定
員　
各
日
30
人
（
先
着
順
）

申
込　
①
７
月
22
日（
火
）ま
で

　
　
　

②
８
月
８
日（
金
）ま
で

平成26年６月に、対象となる人に大腸がん・子宮頸がん・乳がん検診
無料クーポン券を郵送しています。
まだ受けられていない人は、早めに受けましょう！

日　時 内　　容

①7月25日
（金）

９：30～
11：30

・栄養士による講義Ⅰ
　「糖尿病にならない
　食事ってある？」

　�私に合った食べ方に
ついて

②8月11日
（月）

９：30～
11：30

・栄養士による講義Ⅱ
　「血糖値が高くても
　　食べたい！
　　　　飲みたい！」
　�血糖値を上げない工
夫について
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事　業　名 実施日 受付時間 対象者 内　　容　　等

子 育 て 教 室 7月17日㈭ 9：45～
　10：00

１歳から就園まで
の児とその保護者

○テーマ：暑さを吹き飛ばそう
内容：手遊び、紙人形劇など
申込：7月2日（水）～7月16日（水）
※先着30組

双 子 ク ラ ブ 7月23日㈬ 10：00～
　11：30

多生児を育てている
人・妊娠している人

○交流会
申込：7月22日（火）まで

乳 幼 児 相 談
（個別相談） 7月24日㈭ 9：30～

　11：00 就学までの児 〇育児や食事のことなどについての相談
申込：7月23日（水）まで

わんぱく広場
8月4日㈪

9：45～
　10：00 Ｈ25年8・9月生

○しつけ、卒乳などについての話
申込：8月1日（金）まで 持

物
：母子

健
康
手
帳

13：15～
　13：30 Ｈ26年2・3月生

○発達などについての話、赤ちゃん体操
申込：8月1日（金）まで

8月5日㈫ 9：45～
　10：00

Ｈ25年12月生・
Ｈ26年1月生

○歯みがき、事故防止などについての話
申込：8月4日（月）まで

1歳6か月児健診
（内科・歯科） 8月7日㈭ 12：45～

　13：30
Ｈ24年12月生・

Ｈ25年1月生
〇内科 ･歯科診察
持物：母子健康手帳、問診票
対象者には個人通知します

乳 幼 児 相 談
（身体計測） 8月8日㈮ 13：30～

　15：00 就学までの児
〇身長・体重・頭囲・胸囲測定
持物：母子健康手帳
申込：7月10日（木）～8月7日（木）　先着80人

☆詳しくは保健センターへお問い合わせください。

子
ど
も
が
つ
く
る

　
　
お
弁
当
づ
く
り
教
室

　

お
弁
当
づ
く
り
を
通
し
て
、
達
成
感
を

味
わ
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

日
時　
７
月
30
日（
水
）

　
　
　

８
月
20
日（
水
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

対
象　
小
学
４
～
６
年
生
と
中
学
生

　
　
　
（
各
日
程
申
込
可
）

場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー　

調
理
実
習
室

持
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き
ん
・

　
　
　

台
ふ
き
各
１
枚
、
筆
記
用
具
、

　
　
　

自
分
の
お
弁
当
箱

定
員　
25
人
（
先
着
順
）

費
用　
５
０
０
円

申
込　
7
月
２
日（
水
）か
ら

夏
休
み
こ
ど
も

　
　
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

　

お
友
達
と
楽
し
く
お
料
理
し
ま
し
ょ
う
。

日
時　
７
月
31
日（
木
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

対
象　
小
学
生

場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー　

調
理
実
習
室

持
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き
ん
・

　
　
　

台
ふ
き
各
１
枚
、
筆
記
用
具

定
員　
25
人
（
先
着
順
）

費
用　
５
０
０
円

申
込　
７
月
３
日（
木
）か
ら

熱
中
症
に
な
り
や
す
い
人
は
？

　

高
齢
者
、
乳
幼
児
、
肥
満
の
人
、
寝
不

足
・
体
調
不
良
の
人
、
普
段
か
ら
運
動
し

て
い
な
い
人
、暑
さ
に
慣
れ
て
い
な
い
人
。

熱
中
症
を
防
ぐ
に
は
？

•�
こ
ま
め
に
水
分
と
塩
分
を

補
給
し
ま
し
ょ
う
。

•�
水
分
と
塩
分
の
バ
ラ
ン
ス

が
と
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
が
お
ス

ス
メ
で
す
。

衣
類
の
工
夫

•
ク
ー
ル
ビ
ズ
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

•�
日
傘
や
帽
子
で
直
射
日
光

対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

•�
冷
却
グ
ッ
ズ
を
活
用
し
ま

し
ょ
う
。

　

例
：�

水
に
濡
ら
し
た
バ
ン
ダ
ナ
を
首
に

巻
く
。

住
ま
い
の
工
夫

•�
日
差
し
を
さ
え
ぎ
り
、
涼
し
く
し
ま

し
ょ
う
。　

•�
無
理
を
せ
ず
に
エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
を

利
用
し
ま
し
ょ
う
。

•�
風
通
し
を
良
く
す
る
工
夫

を
し
ま
し
ょ
う
。

熱
中
症
を
予
防

し
ま
し
ょ
う



７月号
平成26年７月１日発行

（通巻586号）

人 の 動 き
　 ₂₈ , ₃₃₆人
　　（前月比　－22）
　　男₁₃ , ₄₃₃人
　　女₁₄ , ₉₀₃人

　 　₁₁ , ₂₂₉世帯
　　（前月比　＋₁）
（平成26年₅月31日現在）
問合せ
斑鳩町総務部企画財政課
〒636-0198
奈良県生駒郡斑鳩町
法隆寺西3丁目7－12
☎　0745�1001
fax　0745�1011
※かけ間違いに注意！

　夏本番、暑い季節がや
ってきました。この時
期、注意が必要なのは、
熱中症。こまめな水分補
給や、十分な睡眠、休息
など、対策が必要です。
「健康第一」で、夏を楽
しみましょう。

　み

広報

ホームページ
http://www.town.
       ikaruga.nara.jp/
Eメール  info@town.ikaruga.nara.jp

＊�この「広報斑鳩」は町内の全家庭に直接お届けしています。ご
近所で配布されていない家庭がありましたらご連絡ください。
問合せ：役場総務課（☎0745�1001　内線273）ISO14001を認証取得しました

（斑鳩町役場）

●
お
す
す
め
の
本
●
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対�

象　

小
学
生
（
高
学
年
）
・
中

学
生
・
高
校
生
・
こ
の
活
動
に

関
心
を
も
つ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

定
員　
40
人

参
加
費　
無
料

日
程
（
全
４
回
）

　

第
１
回　

７
月
６
日（
日
）

　
　

午
前
10
時
～

　
　

い
か
る
が
ホ
ー
ル
研
修
室

　

第
２
回　

８
月
27
日（
水
）

　
　

午
前
９
時
～

　
　

町
立
あ
わ
保
育
園

　

第
３
回　

８
月
28
日（
木
）

　
　

午
前
９
時
～

　
　

町
立
た
つ
た
保
育
園

　

第
４
回　

10
月
19
日（
日
）

　
　

午
後
１
時
30
分
～

　
　

町
立
図
書
館

講
師　
宮
田　
和
子　
氏（
第
一
回
）

申�

込　

７
月
５
日（
土
）ま
で
に
、

図
書
館
な
ど
で
配
布
の
ち
ら
し

に
添
付
の
「
申
込
書
」
に
記
入

し
、
小
・
中
学
生
は
図
書
館
ま

た
は
学
校
図
書
室
の
先
生
へ
、

高
校
生
・
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
人
は
直
接
図
書
館
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

︱ 

お
は
な
し
会
・
読
み
き
か
せ 

︱

町
立
図
書
館

　

７
月
９
日（
水
）
午
後
２
時
～

　

７
月
19
日（
土
）
午
後
３
時
～

中
央
公
民
館
図
書
室

　

７
月
８
日（
火
）
午
前
11
時
～

１
日
図
書
館
員
募
集
の
お
知
ら
せ

　

夏
休
み
、
職
員
と
一
緒
に
カ
ウ

ン
タ
ー
の
仕
事
や
本
の
整
理
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

対�
象　

町
在
住
の
小
学
５
・
６
年

生
日
時　
８
月
７
日（
木
）・

　
　
　
　
　

８
日（
金
）

場
所　
町
立
図
書
館

内
容　
貸
出
業
務
や
返
本
な
ど

定�

員　
１
日
10
人
（
応
募
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

申�

込　
申
込
用
紙
に
お
す
す
め
の

本
の
題
名
を
そ
え
て
７
月
12
日

（
土
）ま
で
に
図
書
館
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。（
詳
し
く
は

図
書
館
な
ど
で
配
布
の
ち
ら
し

を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

︱ 

え
ほ
ん
の
ひ
ろ
ば 

︱

　

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
小
・
中

学
生
、
高
校
生
が
、
絵
本
を
読
み

あ
う
「
え
ほ
ん
の
ひ
ろ
ば
」
を
つ

く
り
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
楽

し
み
ま
す
。

　

戦
火
の
中
で
も
訳
し
続
け
た
翻

訳
原
稿
は
、
や
が
て
『
赤
毛
の
ア

ン
』
と
し
て
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

貧
し
い
家
庭
に
生
ま
れ
な
が
ら
も

給
費
生
と
し
て
英
語
を
学
び
、
日

本
に
数
々
の
海
外
文
学
を
紹
介
し

た
村
岡
花
子
の
生
涯
を
、
孫
娘
で

あ
る
著
者
が
描
い
た
評
伝
で
す
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説
の
原
案

で
す
。 　

村
岡
恵
理
著　

新
潮
社

『
ア
ン
の
ゆ
り
か
ご

村
岡
花
子
の
生
涯
』

お
知
ら
せ

●申込・問合せ　町立図書館
☎	 0745�7733
fax	0745�7735
E-mail：mailmaster@libraryikaruga.jp
HP：http://www.libraryikaruga.jp/ 図書館図書館図書館


